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令和４年度大分大学データサイエンス基礎教育プログラム 

自己点検・評価結果 

 

令和５年１２月２７日 

大分大学教育マネジメント機構基盤教育センター長 

上白木 悦子 

 

１．自己点検・評価の実施 

教育マネジメント機構基盤教育センターにおいて、令和４年度に開講した大分大学データサ

イエンス基礎教育プログラム（以下「教育プログラム」という。）について自己点検・評価を実

施した。 

 

２．自己点検・評価の対象 

本教育プログラムの自己点検・評価の対象となる科目は以下のとおりである。 

対象学部 教育科目の区分 授業科目 

経済学部 

医学部 

理工学部 

福祉健康科学部 

教養教育科目 データサイエンス入門 

教育学部 教養教育科目 教育データサイエンス入門 

なお、本教育プログラムの実施にあたり、数理データサイエンス専門部会において、共通教

材（スライド、動画、小テスト、まとめテスト）を作成した。 

 

３．自己点検・評価の結果  

(1) 令和４年度本教育プログラムの履修率 

学部名 履修者数（名） 入学者数（名） 履修率（％） 

教育学部 135 135 100.0 

経済学部 291 292 99.7 

医学部 160 160 100.0 

理工学部 379 390 97.2 

福祉健康科学部 51 105 48.6 

 

(2) 学修成果 

本教育プログラムでは、学習到達目標が設定されており、各科目において小テスト、まとめ

テスト、課題及び試験等でその達成度を確認している。また大分大学における学修の成績評価

基準等に関する規程の第２条において、評点および評価基準は、以下のように定められている

ため、当該科目に合格すれば、学習到達目標を達成できていると判断できる。また、教育マネ

ジメント機構からの依頼に基づき、基盤教育センターにおいて各科目の単位取得状況や成績分

布も特段問題ないことを確認した。 

成績評語

（評価） 
評価の基準 評点 

Ｓ 望ましい基準を大きく超えている。 ９０点以上１００点以下 

Ａ 望ましい基準を超えている。 ８０点以上９０点未満 

Ｂ 望ましい基準に達している。 ７０点以上８０点未満 

Ｃ 最低限の基準に達している。 ６０点以上７０点未満 

Ｆ+ 基準を下回る。 ５０点以上６０点未満 

Ｆ 
基準を大きく下回る。 

５０点未満 
受講を放棄した。 
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(3) 学生による授業評価アンケート結果  

本教育プログラムは、初年次教育に関する新規科目として令和４年度前期に開講した。オン

デマンド授業であり、授業運営やコンテンツの作成等にあたっては、全学部のコンテンツ作成

委員や教務委員長をはじめとした教職員の協力を得て行った。 

本教育プログラムでは、今後、日常の生活や仕事等の場で使いこなすことが要求される数理・

データサイエンス・AI について、その基礎的素養を学ぶことを目的とした。さらに、学修した

数理・データサイエンス・AI に関する知識・技能を扱う際に、これらを説明し、適切に活用で

きるよう授業設計を行った。 

全学部を通じて、平均値 3 点台（4 件法）が多く、評価はおおむね好評であった。「オンライ

ン形式の授業によって学修に支障があったか」については、「支障はなかった」と回答した者

71.8～90.2％であり、「オンライン形式の授業にメリットを感じた」は、「そう思う」63.4～85.7％

であった。「学生の反応をみながら進められていた」「学生の意見の交換の機会が確保されてい

た」は、平均値 1～2 点台と、今後の課題が見受けられた。 

また、後学期開講の教育データサイエンス入門（教育学部対象科目）については、データサ

イエンス入門の授業コンテンツを活用しながら、対面形式で授業を行った。教育データサイエ

ンス入門では、今後、日常の生活だけではなく、教職に就いた時に必要となる教育データの分

析や利活用に関わる知識・技能を扱う際に、これらを説明し、適切に活用できるよう授業設計

を行った。教育データサイエンス入門の授業評価アンケート結果は、全項目を通じて、平均値

3 点台（4 件法）であり、評価は好評であった。 

 教育 

学部 

経済 

学部 

医学部 

医学科 

医学部 

看護学科 

理工 

学部 

福祉健康

科学部 

必修選択の別 必修 選択 必修 必修 選択 選択 

回答者数／受講者数 75/135 71/291 21/100 7/60 132/379 15/51 

1 シラバスをよく読んだ 3.21 2.70 3.43 3.00 3.07 2.67 

4 意欲的に取り組んだ 3.60 3.54 3.67 2.86 3.68 3.27 

5 目標は明確であった 3.49 3.28 3.67 2.86 3.50 3.20 

6 内容は興味あるものであった 3.45 2.92 3.48 2.71 3.28 2.27 

7 内容は量的に適切であった 3.49 3.06 3.14 2.71 3.55 2.93 

8 わかりやすかった 3.40 3.07 3.48 2.86 3.50 2.53 

9 教員の話し方は適切であった 3.56 3.35 3.67 3.00 3.60 3.33 

10 反応をみながら進められた 3.41 2.10 2.71 2.29 2.88 2.07 

11 意見や質問を聞くよう配慮されて

いた 

3.60 2.10 2.48 2.14 2.77 1.60 

12教材は適切に使用されていた 3.47 2.79 3.57 2.86 3.38 2.67 

13映像等は見やすいものだった 3.63 3.45 3.76 3.29 3.63 3.47 

15 授業時間は適切であった 3.75 3.44 3.33 3.57 3.67 3.40 

16教員は真剣に取り組んでいた 3.69 3.51 3.86 3.43 3.66 3.53 

22 設問解答、添削指導、質疑応

答等が行われた 

3.48 
3.25 3.90 3.14 3.62 3.73 

23 意見交換の機会が確保されて

いた 

3.57 1.89 2.43 1.71 2.42 1.27 

24 総合的によかった 3.45 3.18 3.52 2.71 3.51 2.87 

 

(4) 全学的な履修者数・履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

令和４年度時点で、全５学部のうち、教育学部及び医学部については、必修科目であり履修

率１００％であった。理工学部及び福祉健康科学部については、令和５年度より必修科目とす

る。経済学部においても、令和６年度に必修化を予定している。令和６年度以降の入学生につ

いては、履修率１００％になる予定である。 

 

(5) 産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

本年度中に産業界の意見を踏まえた点検を実施する予定である。 



3 
 

 

(6) 内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること 

毎年度、授業開講前に、学生モニターによる事前チェックに基づいた、授業コンテンツ等の

改善を実施し、授業の質向上を行うこととしている。さらに、令和５年度からは、授業回ごと

のアンケートの実施結果をうけて、閉講後・開講前点検をコンテンツ作成者担当者間で行い、

次年度以降の授業内容・水準の向上に取り組むようにした。学生モニターから挙げられた意見

等はコンテンツ作成担当者間で共有し、小テスト及びまとめテストの内容や設問数の調整、ス

ライドや動画の一部内容の修正等を行った。 

以 上 


